
令和７年8月末現在の
人口の動き

●人口  13,685人（前月比＋4人）
　（外国籍除く）    （前年比－36人）

●外国人人口 349人（前月比－48人） 男 203人（－19人） 女 146人（－29人）
●世帯数 5,196世帯（外国人のみの世帯含む）

男 6,852人（＋3人）　
女 6,833人（＋1人）

町のイメージキャラクター

緑丸 百合若 はなちゃん

iOS Android

広報せいろう
2025 10 October No.591

無料アプリで広報せいろうが手軽に
閲覧できるようになりました。

海を舞う プロの華麗なライディング
９月15日（月・祝）に「聖籠町長杯サーフィン大会２０２５」を開催
しました。エキシビジョンではプロサーファーが出演し多くの
観客を魅了しました。 （関連記事を31ページで紹介しています。）

聖籠町公式SNS
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岩下 愛瑠ちゃん
え　る

細山 永菜ちゃん
え　な

町の宝で～す
８月の乳児検診から

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行われて
いる乳児検診会場で主に４か月検診対象乳
児を撮影しています。

帆苅 優乃ちゃん
ゆ　の

高橋 勇翔ちゃん
ゆ　と



日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ　　参加費　　定員　　その他問 ￥ 定 他申対内会日

聖籠町長杯サーフィン大会２０２５
　９月15日（月・祝）、聖籠網代浜海岸で「聖籠町長杯サーフィン大会2025」が開催されました。当初の予定
から順延したものの、開催日は天候に恵まれ無事開催することができました。
　大会には県内外から62名の選手がエントリーし、日頃から磨いたパフォーマンスを披露しました。第一線
で活躍するプロ選手のエキシビションパフォーマンスがあり、そのパフォーマンスは他の現役選手、次世代
選手にとても良い刺激になりました。
　上位入賞者には賞品として聖籠町特産のぶどうが贈呈され、参加者全員にざぶ～んの入浴券が配布され
ました。地元企業様、大会協賛企業様のご協力もあり大会は大成功となりました。
　また、サーフィン大会に併せて「波乗りマルシェ」、「サーフィン大会ステージイベント」が開催され、賑わい
を見せていました。

ビギナークラス
 
オープンクラス
 
スペシャルクラス

竹内　翔海（新発田市）
   
石塚　祐熙（山形県鶴岡市）
   
木村　健人（宮城県仙台市）

Ｕ-18クラス
 
マスタークラス

ロングボードクラス
 

嶋田　英飛（上越市）
   
鍋田　慎介（新潟市東区）
   
槙田　俊哉（新潟市西区）

かける

ゆうき

けんと

えいと

しんすけ

としや

※敬称略

大会集合写真

表彰を受けるビギナークラス入賞者 ステージイベント・マルシェの様子
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町民にとって正しい津波避難とは 14年振りに「津波セミナー」を開催

役場のお仕事をのぞいてみよう！ 小学生が庁舎を見学！！

　８月24日（日）、聖籠町文化会館において令和７年度聖籠町防災講
演会「津波セミナー」を新潟県および新潟地方気象台との共催により
開催しました。
　昨年１月に発生した能登半島地震においては、県内で30年振りの津波
警報が発表され、聖籠町では必要以上の避難行動により一時渋滞が
発生するなど、課題も浮き彫りになりました。それらを踏まえ、県に対し、
聖籠町での津波セミナーの開催の必要性を訴え、開催が実現しました。
　津波対策で何よりも大切な、津波を正しく恐れ、避難が必要な人が
正しく有効に避難できるよう、第１部では新潟地方気象台の山崎調整
官より、「能登半島地震の状況と津波警報の仕組みや捉え方」について
ご講演をいただき、警報の種類や津波の威力などについて理解を深
め、第２部では、新潟大学の卜部教授より「聖籠町における津波被害の
特徴と対策」と題し、津波の危険性のある杉谷内集落や汐美台集落を
例に具体的な津波避難の方法などについてご講演をいただきました。 
　町内外１９０名の参加者からは、知識の向上と合わせて今後、地域や
家庭で取り組んでいきたいことなど防災対策に関する多くの気づきが
あったとの意見も聞かれ、家庭や地域での防災力向上に繋がる大変有
意義なセミナーとなりました。
　来年２月には、災害を経験した語り部による講演会も予定しています
ので、多くの皆さまにご参加いただき、家庭での備えや自主防災組織の
体制づくりなどにぜひお役立てください。

　９月８日（月）、亀代小学校３年生の皆さんが役場に社会科見学に訪れました。
　子どもたちは、役場の仕事が普段の自分たちの生活とどのように関わっているのか、
職員からの説明を真剣に聞きながら記録する姿を見ることができました。また、普段
なかなか入れない町長室や議場なども見学しました。

【第１部】
「能登半島地震の状況と津波警報の仕組みや捉え方」

新潟地方気象台　山崎調整官

議会とは？議員席で学びます！ 町長室内に興味津 ！々 この課の仕事はなんでしょう？

【第２部】
「聖籠町における津波被害の特徴と対策」

新潟大学　卜部教授

うら べ

今日は私が
議長です


